１３７. ポイ活って稼げるの？
１．指導対象

　　中学校，高等学校
２．教科・科目

　　学級活動
３．指導意図
本教材では、中・高校生がポイ活（ポイント活動）で直面するトラブルに着目し、「生活に関する問題」と「システムに関する問題」の2つの視点から考察します。「生活に関する問題」として、生活リズムや依存への影響を、「システムに関する問題」として、詐欺サイトのリスクなどを取り上げます。
　本動画では、登場人物が友だちの影響で安易にポイ活を始め、結果としてトラブルに巻き込まれる様子を描いています。どのような点に注意すればトラブルを回避できたのかを考えるきっかけとすることを目的としています。ポイ活自体を否定するのではなく、安全な運営会社の選び方やポイ活の仕組みを理解し、自分の生活の中でどのように時間を使うべきかを考える機会となることを願います。
４．指導目標

　①　ポイ活の仕組みを理解し、適切な利用方法を考えられるようになる。
　②　ポイ活のリスクを理解し、安全な利用方法を判断できるようになる。
　③  ポイ活が生活に及ぼす影響を考え、自分の生活とのバランスを意識できるようになる。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
○ポイ活の経験を振り返る
（ポイ活をしたことがあるか？どんなポイ活をしているか？ポイ活をしていて困ったことや不安に思ったことはあるか？）
	○生徒自身の経験や身近な話題から関心を引き出す。「ポイ活＝悪」ではなく、リスクを考える視点をもつように促す。
・ワークシートに自分の経験を記入する。

	（2） 展開
○「どうしてこんなことになってしまったのでしょうか」まで視聴し，トラブルに巻き込まれてしまった原因について個人で考える。
○グループ（ペア）で考えを共有し，安全なポイ活のポイントを考える（ワークシート記入）
○学級全体で共有する。
	〇ワークシートに自分の考えをまとめる。
〇必要に応じて，ポイ活についてインターネットで調べる。
○動画の事例を通じて、ポイ活のシステムとリスクを理解させる。


	（3） まとめ

○動画を最後まで視聴し，ポイ活と生活のバランスを考え，自分の考えをまとめる。
	○本事例の動画「解説編」を視聴する。

○自分の考えをワークシートにまとめ，グループもしくは学級全体で交流する。
○ポイ活の「時間の使い方」「お金との付き合い方」について考えさせ、家庭での話し合いや今後の行動に結びつくようにする。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法
· 消費者ホットライン（消費者庁）
https://www.caa.go.jp/policies/policy/local_cooperation/local_consumer_administration/hotline/
· 一般社団法人日本インターネットポイント協議会
https://www.jipc.jp/about/
· ポイントサイト利用によるトラブルに注意（独立行政法人国民生活センター）
https://www.kokusen.go.jp/mimamori/kmj_mailmag/kmj-support172.html

